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錯聴から考える音の認知
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音と知覚



• 音の知覚のより高次の情報にまつわるものを学ぶ


• 聞こえないはずの音が聞こえる/聞こえるはずの音が聞こえない


• 私たちは音の何に情報があると見出しているのだろう？
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今回の内容：



質的な共有

Qualitative
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量的な共有

Quantitive

統計的な共有

Statistical

今日考えるところ
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https://twitter.com/CloeCouture/status/996218489831473152
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マスキング
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• ある音(Masker)が別の音(Maskee)を聞こえにくくさせる現象


• 同時(周波数) 


• 非同時(継時)


• 前向


• 後向



同時マスキング
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一番下の線

[1]



• ある音が続けて鳴る音をかき消す(前向)


• ある音が前に鳴っていたはずの音をかき消す(後向)　・・・！？

非同時（継時）マスキング
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[2]



後付けで変わる音の聞こえ
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• B,C,Dは0.5秒まで同じ音が再生されているが、その後に続く音に
よって雑音中に聞こえる音が変わる

[3]



どこまでが別々の音だろう？
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• 4つ、５つの音が同時に鳴っていたとしても私たちはそれぞれの
音が別々に発せられたものだと聞き取れる


• それぞれの音が全部似ていたら？


• 音脈分離


• ファミコンにおける擬似和音


• Steve Reich “Piano Phase(1967)”, “It’s gonna rain(1965)”



ミッシング・ファンダメンタル
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• 基本周波数が欠けていても、倍音
さえ聞こえていれば基音が聞こえ
てくる現象


• 応用として、低音が鳴らせない小
さいスピーカーでも低音が鳴って
いるように聴かせるエフェクトな
どに使える（ローパス→歪み→
ローカット）

[4]



MP3と知覚符号化
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[2]



クロスモーダル:他感覚との相互作用
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どちらが「ブーバ」でどちらが「キキ」でしょう？

[6]



• 映像では「ga」の口の形で、音は「ba」の発音をする


• なぜか「da」に聞こえる…


• 言語圏によっても聞こえ方が変わる

視覚との相互作用-マガーク効果
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• 指で物をなぞるときの音を
ヘッドフォンでフィード
バック


• 高周波を強調したり減衰す
るとざらざら感が変化する

触覚との相互作用
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[5]



味覚との相互作用
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Chewing JOCKEY : 咀嚼音提示を利用した食感拡張装置の検討

https://doi.org/10.18974/tvrsj.18.2_141

https://vimeo.com/24794165



• 私たちの耳や脳が音から情報をデコーディングしてる、とも言え
る


• 音に含まれている情報を操れれば、相手に意図通りのことを伝え
られる（音の印象、意味、文脈、etc…）


• Further topics: ヴィジュアライゼーション/ソニフィケーション/図
形楽譜…
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